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横浜青年

　 広 島 ピ ー ス キ ャ ン
プ に 参 加 し た 子 ど も
た ち や 曲 芸 師 の 天 野
耕 太 さ ん、80年 以 上
にわたるYMCAの会員
で 指 導 者 で あ る 阿 部
志 郎 さ ん か ら そ れ ぞ
れ の 体 験 を 基 に 平 和
を創るためのメッセージが語られました。その中で、阿
部さんは、「広島の報告を行った子どもたちの平和への
思いとその感性に感動しました。社会が激しい音を立て
て変わる中、私たちは悩み、考えながら、平和を求めて
静かに一足、一足と歩んでいきましょう」と語りました。

　今年の会員大会では、
新しい取り組みとして
「ドラムサークル」に
よるオープニングを行
いました。ドラムサー
クルは、みんなで輪に
なって即興的につくり
あげる太鼓やパーカシ
ョッンのアンサンブルで、参加者が一体感を感じながら楽し
い時間を共有できるものです。子どもから高齢者まで参加が
でき、人びとの心の扉を開き、協調性を促進する効果が期待
できるもので、参加者は「新しい体験ができた。みんなの心
が一つになるのを感じました」と感想を述べました。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
２
月
12
日
に
「
第
４

回 

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
大
会
」
を
湘
南
と
つ

か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
開
催
し
た
。
会
員
大
会
は
、

新
し
い
維
持
会
員
（
Ｙ
サ
ポ
ー
タ
ー
）
を
歓
迎

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
、
学
び
の
機
会

と
し
て
維
持
会
員
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
会
員
と
そ
の

家
族
、
ユ
ー
ス
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
ど
も
た

ち
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
３
４
０
人
が
参
加
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
ド
ラ
ム
サ

ー
ク
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
協
会
理
事
の
飯
田

和
子
さ
ん
を
中
心
に
参
加
者
全
員
で
輪
に
な
っ

て
座
り
、
一
人
一
つ
ず
つ
太
鼓
や
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
動
き
に
合
わ
せ

て
音
の
強
さ
や
弱
さ
、
速
さ
を
調
整
し
演
奏
し

た
。
会
場
全
体
が
一
つ
に
な
り
、
全
員
で
奏
で

た
音
の
豊
か
さ
に
笑
顔
が
満
ち
た
。
大
会
を
主

催
し
た
会
員
事
業
委
員
会
の
鈴
木
茂
委
員
長
か

ら
は
「
会
員
同
士
の
新
し
い
出
会
い
と
、
つ
な

が
り
、
そ
し
て
皆
で
平
和
を
共
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、「
広
島
ピ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
」
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
報
告

と
自
分
た
ち
が
考
え
る
平
和
、
身
近
に
で
き
る

平
和
の
取
り
組
み
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、

天
野
耕
太
さ
ん
（
曲
芸
師
・
芸
術
家
）
が
「
自

分
の
中
の
心
の
平
穏
と
相
手
へ
の
思
い
や
り
が

平
和
に
つ
な
が
る
。
日
々
の
過
ご
し
方
や
ふ
る

ま
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
最

後
に
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
維
持
会
員
、
理
事
や

指
導
者
と
し
て
80
年
以
上
奉
仕
い
た
だ
い
て
い

る
阿
部
志
郎
さ
ん
（
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大

学
名
誉
教
授
）
か
ら
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
使
命
に
あ

る
公
正
で
平
和
な
社
会
を
創
る
た
め
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
あ
っ
た
（
詳
細
は
下
欄
）。

　

午
後
に
は
、
天
野
耕
太
さ
ん
が

「
平
和
と
つ
な
が
る
バ
ラ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
を
披
露
し
た
。

会
場
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
の
参
加

者
を
舞
台
に
招
き
、
バ
ラ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ス
の
体
験
を
行
う
な
ど

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
最
初
は
不

安
そ
う
な
子
ど
も
た
ち
も
、
天
野

さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
ボ
ー
ド

で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
大
き
な
拍

手
に
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

各
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

３
月
、
４
月
は
卒
業
、

入
学
な
ど
の
季
節
で
す
。

若
い
人
た
ち
が
新
し
い

世
界
へ
向
か
っ
て
飛
躍

し
よ
う
と
す
る
姿
は
ま

ぶ
し
い
ば
か
り
で
す
。

少
し
前
、
２
年
前
に
隠

退
し
た
教
会
の
子
ど
も
た
ち
に
久
し

ぶ
り
に
会
い
ま
し
た
。
す
っ
か
り
成

長
し
た
数
人
が
３
月
に
は
中
学
校
を

卒
業
し
ま
す
。
赤
ん
坊
の
時
か
ら
一

緒
だ
っ
た
こ
の
孫
の
よ
う
な
若
い
人

た
ち
の
将
来
が
実
に
楽
し
み
で
す
▼

私
は
中
学
生
の
３
年
間
を
北
海
道
の

下
川
町
で
過
ご
し
ま
し
た
。
ス
キ
ー

で
活
躍
す
る
葛
西
選
手
で
少
し
は
こ

の
町
を
知
る
人
も
い
ま
す
が
、
私
の

住
ん
だ
集
落
の
中
学
校
は
人
口
減
少

の
た
め
閉
校
し
、
別
の
学
校
に
統
合

さ
れ
ま
し
た
。
歳
を
と
っ
た
私
た
ち

卒
業
生
は
、
ク
ラ
ス
会
を
頻
繁
に
開

い
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
寄
る
年
波

に
勝
て
ず
５
年
前
を
最
後
に
開
催
さ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
▼
最
近
は
そ
の

同
級
生
か
ら
の
年
賀
状
も
極
端
に
減

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
同
級
生
の
一

人
が
一
昨
年
「
今
年
で
年
賀
状
は
終

り
に
す
る
」
と
あ
っ
た
の
に
、
今
年

も
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
病

の
た
め
に
「
字
が
か
け
な
い
の
よ
」

と
、
震
え
る
手
で
書
い
た
た
っ
た
一

行
の
年
賀
状
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。
実
は
こ
の
人
は
習
字
が
ク
ラ

ス
で
一
番
上
手
な
生
徒
で
し
た
。
輝

い
て
い
た
の
で
す
。
若
い
人
の
飛
躍

に
対
し
て
年
老
い
た
者
の
退
縮
を
実

感
し
ま
す
▼
旧
約
聖
書
の
老
い
た
賢

人
コ
ヘ
レ
ト
は
、
人
の
一
生
を
「
何

と
空
し
い
こ
と
か
」
と
言
い
ま
す
が
。

こ
の
言
葉
は
本
来
、
水
滴
が
直
ぐ
に

乾
く
速
さ
に
似
た
人
生
の
短
さ
を
言

う
の
だ
そ
う
で
す
。
若
い
日
も
年
老

い
た
日
も
短
い
か
ら
今
を
一
生
懸
命

生
き
よ
う
が
行
間
に
隠
さ
れ
た
勧
め

で
す
。�

（
準
）

会
員
が
創
る
平
和
に
つ
な
が
る
希
望
の
光

第
４
回　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
員
大
会

ドラムサークルにチャレンジ
全 員 で 奏 で た 音 の 豊 か さ に 笑 顔

多世代からの平和のメッセージ
考え、悩み、迷いながら平和を創る

平
和
や
世
界
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
行
わ
れ
た
。「
ラ
オ
ス
語
絵
本
づ
く
り
」「
広

島
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
写
真
展
示
」「
ぼ
く
の
、

わ
た
し
の
理
想
の
大
人
」「
こ
ん
な
と
き
ど
う

す
る
？
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

「
世
界
の
安
全
ク
イ
ズ
」「
留
学
生
よ
る
自
国

紹
介
」
高
齢
者
の
理
解
を
深
め
る
「
紙
芝
居
＆

ク
イ
ズ
」「
平
和
の
絵
本
」
な
ど
世
界
に
目
を

向
け
、
子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
多
文

化
共
生
や
平
和
を
考
え
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ

た
。
最
後
に
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
田
口
努
総
主
事

は
「
会
員
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ネ
ッ
ト
の
あ
る
豊
か
な
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

▲�新しい維持会員を含め多くの出会いがみつかり、互いにつながり、平和について学び考えた会員大会

▲天野さんによるバランスパフォーマンス



横 浜 青 年2018年3月1日 � 第479号（2）

今月の「平和の川柳」

平凡の
　そっと隣に
　　　　いる平和

平凡の
　そっと隣に
　　　　いる平和

渡辺勇三さん　（一般）

　

２
０
０
６
年
に
神
奈
川
県
か
ら

指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
・
運
営

を
委
託
さ
れ
て
い
る
神
奈
川
県
三

浦
ふ
れ
あ
い
の
村
（
三
浦
市
初
声

町
和
田
）
は
、
今
年
４
月
か
ら
民

間
事
業
者
に
運
営
が
移
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
公
募
に
よ
り
横
浜

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
貸
付
事
業
者
と
し
て

選
定
さ
れ
た
。
２
０
３
８
年
ま
で

の
20
年
間
、
土
地
と
建
物
が
無
償

で
貸
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
新
施
設
名
を
「
三
浦
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
」と
し
て
活
動
を
開
始
す
る
。

県
か
ら
の
指
定
管
理
料
が
な
く
な

り
、
全
て
利
用
者
か
ら
お
預
か
り

す
る
利
用
料
で
運
営
さ
れ
る
。

　

１
９
７
２
年
に
建
設
さ
れ
て
以

降
、
キ
ャ
ン
プ
や
マ
リ
ン
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
を
体
験
で
き
る
野
外
施

設
と
し
て
、
県
内
外
の
学
校
・
青

少
年
団
体
か
ら
利
用
さ
れ
て
い

る
。
財
政
難
を
理
由
に
公
共
施
設

の
見
直
し
を
進
め
て
い
た
県
は
、

昨
年
末
に
運
営
事
業
者
を
民
間
と

す
る
条
例
案
を
提
出
し
、
県
議
会

に
て
議
決
さ
れ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
、
富
士
山

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
静
岡
県
富
士
宮
市
）

に
続
く
、
２
つ
目
の
野
外
教
育
施

設
と
な
り
、
両
施
設
の
総
合
的
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く
。
12

年
間
で
積
み
上
げ
て
き
た
青
少
年

育
成
を
中
心
に
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

を
対
象
と
し
た
自
然
体
験
活
動
の

支
援
を
さ
ら
に
進
め
て

い
く
。
強
調
点
と
し
て

は
、
①
三
浦
と
い
う
自

然
環
境
を
生
か
し
た
体

験
活
動
を
通
し
て
自
然

と
の
共
存
を
考
え
る
心

を
育
て
る
こ
と
。
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
中
心
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

小
・
中
学
生
に
提
供
し

お
互
い
を
尊
重
す
る
心

を
育
む
こ
と
。
②
地
域

の
団
体
や
法
人
、
行
政

と
協
働
し
、
三
浦
半
島

の
素
晴
ら
し
さ
を
県
内

外
の
多
く
の
人
び
と
に

伝
え
、
三
浦
半
島
の
活

性
化
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
児
童
や
生
徒
が
利
用
の
中
心
で

あ
っ
た
が
、
高
齢
者
や
海
外
か
ら

の
利
用
者
に
も
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
。
③
防
災
活
動
の
働
き
を

さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
。
④
地
域

の
農
家
な
ど
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
、
三
浦
半
島
の
食
材
提
供
や
食

育
教
育
の
場
と
し
て
の
働
き
を
強

め
て
い
く
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
移
行
に
伴
い
、
テ
ン
ト

泊
の
利
用
を
本
格
的
に
開
始
す
る
。

青
少
年
団
体
は
一
泊
１
張
り
一
律

４
千
円
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。（
詳
細
は
TEL
０
４

６
ー
８
８
８
ー
２
１
０
０
）。

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
環

境
保
全
の
啓
発
に
力
を
入
れ
青
少

年
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
。

　

福
祉
や
医
療
、
ス
ポ
ー
ツ
、
保

育
の
専
門
職
を
養
成
し
て
い
る
県

内
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
４
校
の
専
門
学
校
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
合
わ
せ

て
専
門
家
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
や

講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

　

１
月
９
日
に
は
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
学
院
専
門
学
校
作
業
療
法
科
の

合
同
セ
ミ
ナ
ー
に

お
い
て
「
忘
れ
な

い
。
風
化
さ
せ
な

い
～
７
・
26
や
ま

ゆ
り
園
事
件
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
元

津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
の
ス
タ
ッ
フ
で

あ
っ
た
太
田
顕
さ

ん
を
招
い
て
セ
ミ

ナ
ー
が
行
わ
れ
た
。

　

太
田
さ
ん
よ
り

最
初
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
あ
っ

た
１
９
６
４
年
に
開
園
し
た
津
久

井
や
ま
ゆ
り
園
の
沿
革
や
利
用
者

の
今
の
様
子
が
語
ら
れ
た
。
元
長

洲
神
奈
川
県
知
事
の
「
福
祉
を
疎

外
す
る
三
つ
の
壁
」
を
用
い
な
が

ら
、
行
政
・
制
度
、
建
物
・
環
境
、

心
の
壁
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、「
福
祉
観
や
価
値
観
の

変
容
の
あ
る
中
で
、
障
が
い
の
あ

る
人
へ
の
理
解
と
地
域
と
の
共
生

が
で
き
る
関
係
づ
く
り
が
生
ま
れ

る
よ
う
な
働
き
か
け
が
今
後
は
ま

す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
く
」
と

語
っ
た
。

　

作
業
療
法
士
を
目
指
し
て
い
る

学
生
か
ら
は
「
地
域
で
の
交
流
の

場
や
理
解
を
深
め
る
活
動
も
大
切

だ
と
感
じ
た
」と
感
想
が
あ
っ
た
。

Y M C A
N E T W O R K
N E W S

YEARS OF
HISTORY
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遊べる環境づくり

自然と共存する心育む
三浦で新たなチャレンジ
４ 月から三浦ＹＭＣＡグローバル・エコ・ヴィレッジ

作業療法科の合同セミナー 
やまゆり園元職員を招いて

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
（
厚
木

市
）
介
護
福
祉
科
で
は
、
学
習
の
一
環
と

し
て
対
人
援
助
職
で
大
切
な
ユ
ー
モ
ア
を

意
識
し
よ
う
と
在
校
生
全
員
が
昨
秋
に

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
介
護
百
人
一
首
」
の
応
募
を
行

っ
た
。
全
国
で
介
護
に
関
わ
る
人
か
ら
の

短
歌
１
万
２
２
３
４
首
の
中
か
ら
磯
崎
雄

一
さ
ん
の
短
歌
『
ち
ょ
っ
と
し
た 

段
差

が
道
に
横
た
わ
る 

ま
る
で
富
士
山
登
る

が
ご
と
く
』が
入
賞
し
た
。
磯
崎
さ
ん
は
、

「
介
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
段
差
も
障
が
い
に
な
る
」と
説
明
し
た
。

　

入
選
し
た
１
０
０
首
は
、
全
国
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
各
放
送
局
等
に
て
展
示
さ
れ
る
ほ
か
２

月
22
日
に
Ｅ
テ
レ
で
紹
介
さ
れ
た
。

厚木
介
護
福
祉
科
の

学
生
短
歌
入
選

　

未
病
の
改
善
に
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

の
正
し
い
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、神
奈
川
県
で
は
、

子
ど
も
の
未
病
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

２
月
11
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
運
動
や
食
な
ど
に
つ
い
て
の
未
病
改
善

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
企
業
や
団
体
、
大

学
や
専
門
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
人
材
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
で
提
供
で
き
る
し

く
み
を
構
築
し
よ
う
と
、「
子
ど
も
の
未

病
対
策
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
キ
ッ
ク
オ

フ
イ
ベ
ン
ト
が
東
戸
塚
に
お
い
て
行
な
わ

れ
た
。

　

全
体
で
12
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
登
録
さ
れ

た
中
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
キ
ッ
ズ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
た
「
エ
ン

ジ
ョ
イ
！
フ
ッ
ト
サ
ル
」
を
行
っ
た
。
16
組

の
親
子
が
参
加
し
、
足
の
裏
や
つ
ま
先
な

ど
を
使
っ
た
サ
ッ
カ
ー
と
は
異
な
っ
た
動

き
や
ボ
ー
ル
の
扱
い
や
動
き
を
学
び
、
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
く
運
動
を
行
っ
た
。

横浜
フ
ッ
ト
サ
ル
で

未
病
対
策
取
組

　横浜YMCAの目的や願いに
賛同し、その活動を援助、支援

する法人によって構成されている会員組織とし
ての「横浜YMCA賛助会」は、現在約50社に登
録をいただいています。
　1963年1月に、横浜YMCAでは青少年センター
の建設計画が打ち出され、会長に野村洋三ホテ
ル、ニューグランド社長、副会長に伊原隆横浜
銀行頭取が就任、内山岩太郎神奈川県知事、飛
鳥田一雄横浜市長、李家孝横浜商工会議所会頭
が顧問に就任して「建設後援会」が発足し(当時)、
1964年に集会室、体育場、ホテルを中心とした
青少年センターが完成しました。この建設後援
会を横浜YMCAの「賛助会」としてYMCAを支援
しようという気運が高まりました。
　現在は、障がいのある子どもたちを支援する
チャリティー
ランや地域の
児童養護施設
で生活をする
子どもたちと
企業の社員が
ふれあいの機
会を持つ活動
などを展開し
ています。

横浜YMCA賛助会
地域の企業や団体が
社会貢献活動を展開

　お子さんと十分に遊んでいます
か？
　休日にイベントや遊園地など、親
子で楽しめる場所へ出かけて過ご
すことも「遊んでいる」と、大人は
思いがちですが、子どもたちにとっ
ての「遊び」とは何でしょう？
　「遊び」は本来、自発的に行わ
れるものでなければなりません。
好奇心から探求心が生まれ、遊び
ながら子どもなりに自主性や思い
やりなどを学んでいきます。
　乳幼児期の子どもたちにとって
の遊びは｢学び」です。始まった
ばかりの人生、たくましく生きぬ
くためにも「遊びから学ぶ」とい

う過程をしっかり大人が理解して
いたいものです。
　また、「遊び」を通して人間関係
も学びます。近年、コミュニケー
ションが苦手な大人が増えている
といわれています。人生を自分な
りに楽しめる大人になるために、
自発的に遊べる環境が十分に満た
せるように工夫したいものですね。
　まだまだ外は寒いですが、散歩
中あちこちで春の訪れを見つけら
れます。子どもの興味や、目線に
合わせてじっくりつき合って楽し
んでみましょう。
(YMCA東かながわ保育園　
　　　主任保育士　岩間陽子)

▲�ふれあいイベント｢工場見学｣で子
どもたちと共に過ごした賛助会の
ボランティアのみなさん（2017年）

▲�三浦の豊かな自然を生かしたプログラム提供を行いより多くの利用を
呼びかけていく「三浦YMCAグローバル・エコ・ヴィレッジ」

▲�やまゆり園元職員の太田氏を招いて共生について考え
た作業療法科の合同セミナー
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横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
野
外
教
育
施

設
で
あ
る
富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ロ

ー
バ
ル
・
エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
静

岡
県
富
士
宮
市
）
は
、
昨
年
５
月

に
開
設
10
周
年
を
迎
え
た
。
富
士

山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
10
周
年
事
業
準
備
委

員
会
（
茂
木
雄
委
員
長
）
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
声
を
基
に
、
よ
り
多
く
の
方
に

利
用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
の
た

た
ず
ま
い
を
整
え
る
６
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
以

外
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
話
し
合
い

を
行
え
る
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う

声
に
応
え
、
研
修
棟
の
建
設
を
進

め
、
今
年
１
月
25
日
に
研
修
棟
が

完
成
し
た
。

　

富
士
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
10
周
年
事
業

準
備
委
員
会
で
は
、
３
月
10
日

（
土
）
午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時

に
献
堂
式
を
開
催
す
る
。

　

準
備
委
員
会
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
２
千

万
円
を
目
標
と
し
て
募
金
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
会
員
や
企
業
、
理

事
・
常
議
員
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
７
４
５
万

円
（
１
月
31
日
現
在
）
と
な
っ
た
。

委
員
会
で
は
、
今
後
も
募
金
の
協

力
を
呼
び
か
て
い
く
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
活
動
を
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
地
震
の
発
生

か
ら
７
年
を
迎
え
る
今
月
に
は

「
３
・
11
を
わ
す
れ
な
い
…
つ
な

が
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
3
月
11
日

の
前
後
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
県
内
各
地
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
開
催

さ
れ
今
後
の
支
援
を
考
え
る
。

ま
つ
り
宝
山
に
よ
る
「
す
ず
め
踊

り
」の
演
舞
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、

岩
手
県
宮
古
市
の
か
け
あ
し
会
に

よ
る
物
産
展
も
行
わ
れ
る
。
コ
ン

サ
ー
ト
参
加
費
は
１
千
円
。

　

11
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午

後
２
時
に
横
浜
市
舞
岡
地
区
セ
ン

タ
ー（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
指
定
管
理
）

に
て
「
舞
岡
さ
ん
ま
祭
り
」 

が
開

催
さ
れ
る
。
さ
ん
ま
焼
き
、
せ
ん

べ
い
汁
、
東
北
物
産
展
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
災

害
対
応
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
追
悼

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
な
ど
が
行
わ

れ
る
。
同
日
午
前
10
時
か
ら
午
後

２
時
に
大
和
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
て
「
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
＆
国
際
・

地
域
協
力
募
金
バ
ザ
ー
」
を
行
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
鎌
倉
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

は
「
揚
が
れ
希
望
の
凧
＆
復
興
支

援
街
頭
募
金
」、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
つ
る

み
保
育
園
や
鶴
見
中
央
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

な
ど
合
同
で
街
頭
募
金
を
行
う
。

　

３
月
４
日
（
日
）
午
後
３
時
半

か
ら
湘
南
と
つ
か
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
お

い
て
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

Heart to Heart 

想
い
を
乗
せ

て
」（
戸
塚
区
後
援
／
戸
塚
東
口

商
店
会
ほ
か
協
力
）
が
開
催
さ
れ

る
。
第
１
部
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
第

２
部
は
ポ
ッ
プ
ス
が
披
露
さ
れ

る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売

り
１
２
０
０
円
（
要
予

約
）。

　

３
月
９
日
（
金
）
午

後
６
時
半
か
ら
８
時

半
に
、
横
浜
中
央
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
に
お
い
て
講
演

会
「
被
災
地
で
出
会
っ

た
人
び
と
の
今
」
を
開

催
す
る
。
東
日
本
大
震

災
の
直
後
か
ら
『
つ
な

み
被
災
地
の
子
ど
も

80
人
の
作
文
集
』（
文

藝
春
秋
）
に
関
す
る
取

材
を
行
っ
て
い
る
森

健
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
か
ら
、

現
地
で
暮
ら
す
人
び
と
の
今
を
学

び
、
今
後
の
支
援
を
考
え
て
い
く

機
会
と
す
る
。

　

10
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３

時
半
に
は
、
踊
場
地
区
セ
ン
タ
ー

（
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
指
定
管
理
）
に

お
い
て
「
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
～

歌
・
ソ
プ
ラ
ノ
編
～
＆
仙
台
す
ず

め
踊
り
」
が
開
催
さ
れ
る
。
仙
台

　

厚
木
テ
ィ
ー
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

（
有
）、（
株
）
安
藤
ス
ポ
ー
ツ
、

ア
ン
ド
ウ
電
気
照
明
（
株
）、（
株
）

伊
藤
園
、
上
野
ト
ラ
ン
ス
テ
ッ
ク

（
株
）、
小
倉
会
計
事
務
所
、（
株
）

神
奈
川
新
聞
社
、
川
本
工
業
（
株
）、

 

（
株
）
共
栄
社
、（
株
）
崎
陽
軒
、

扶
桑
電
機（
株
）、
協
同
電
気（
株
）、

（
株
）
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
、（
株
）、

サ
カ
ク
ラ
、（
株
）
サ
ス
・
ス
ポ
ー

ツ
プ
ロ
ダ
ク
ト
、（
株
）
ジ
ャ
パ
ン

ビ
バ
レ
ッ
ジ
セ
ン
ト
ラ
ル
、
湘
南

ひ
か
り
の
く
に
（
株
）、
大
成
建
設

（
株
）横
浜
支
店
、（
株
）ダ
イ
イ
チ
、

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ（
株
）、タ
カ
ナ

シ
乳
業（
株
）、タ
カ
ノ（
株
）、（
株
）

テ
レ
ビ
神
奈
川
、（
福
）
東
京
コ
ロ

ニ
ー
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
、
戸

田
建
設
（
株
）
横
浜
支
店
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ（
株
）、

（
株
）日
栄
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
日
興

テ
ク
ノ
ス
（
株
）、（
株
）
日
新
、

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
株
）
首
都
圏

支
店
神
奈
川
営
業
所
、（
株
）
フ
ェ

ア
ス
タ
ー
ト
、
藤
木
企
業
（
株
）、

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
神
奈
川
（
株
）、

富
士
倉
庫
（
株
）、（
株
）
ホ
テ
ル
、

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
、（
株
）
横
浜
ポ

ン
パ
ド
ウ
ル
、
丸
全
昭
和
運
輸

（
株
）、
三
丸
興
業
（
株
）、（
株
）

大
和
生
花
店
、（
株
）有
隣
堂
、（
株
）

ヨ
コ
ソ
ー
、（
株
）
ヨ
コ
ソ
ー
横
須

賀
本
社
、
横
浜
エ
レ
ベ
ー
タ（
株
）、

（
株
）
横
浜
銀
行
、
横
浜
商
工
会

議
所
、（
株
）
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
、

株
式
会
社
Ｙ
Ｓ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
、（
特
非
）
よ
こ
は
ま
地
域
福

祉
研
究
セ
ン
タ
ー
、（
有
）
横
浜
雪

屋
、
ヨ
シ
ダ
電
子
（
株
）、
理
想
科

学
工
業
（
株
）
横
浜
支
店
、（
有
）

ワ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
順
不

同
・
敬
称
略　

１
月
31
日
ま
で
）

２
０
１
７
賛
助
会
入
会
会
社

２
０
１
７
賛
助
会
入
会
会
社

FLASH NEWS

こもれび 東日本大震災から 7 年
3. 11をわすれない…つながる
今年も各地でイベントや街頭募金を行う総主事

田 口 　 努

　私たちY 3は、これまで富士山YMCAに寄り
添った活動を行っています。草刈りやキャンプ
前の設営準備、また感謝祭では受け入れ側とし
ての運営等の活動を行ってきました。
　所属メンバーのうち、数名は富士山YMCAが
オープンする前から富士山YMCAに出向き、そ
の魅力を感じてきました。
　その富士山YMCAも昨年、10周年を迎え、次
のステップに進もうとしています。私たちY3も
次の世代につなげるべく、この先も富士山
YMCAに寄り添い活動を続けていきたいと思っ
ています。
 � （Y3　有波　幸太）

よこはま国際フォーラムが2月3日、4日にJICA
横浜で行われた。横浜YMCAでは、国際ボラ

ンティア入門｢笑顔につながる小さな一歩｣をテー
マに国際ボランティア in タイや学習支援、英語
絵本の読み聞かせに関わるユースがボランティア
の魅力を語ったほか、AIDS市民活動センター(横
浜YMCA運営受託)は、世界のAIDSの最新情報を伝
えた。「外国につながる若者たちのチャレンジ」(横
浜市国際交流協会主催)では、YMCAいずみ保育園
の松井リリアンスタッフが若者たちの課題にメッ
セージを語り多文化共生を考えた。

４月1日に、今年も朝鮮学校に通う子どもたち
の入学を祝い、安心して登校してもらおうと

県内のNPOなどが「入学おめでとう応援隊」を編
成する。神奈川県内と町田にある4つの朝鮮初級
学校(小学校)の入学式に合わせボランティアを募
集している。申込みは3月27日(火)までにhttp://
kokucheese.com/event/index/507232/へ。

活動の魅力を次の世代へ
ワイズ・ユースクラブ横浜－Y3

　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
健
康
福
祉
専
門
学
校
（
厚
木

市
）
介
護
福
祉
科
で
は
、
学
習
の
一
環
と

し
て
対
人
援
助
職
で
大
切
な
ユ
ー
モ
ア
を

意
識
し
よ
う
と
在
校
生
全
員
が
昨
秋
に

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
介
護
百
人
一
首
」
の
応
募
を
行

っ
た
。
全
国
で
介
護
に
関
わ
る
人
か
ら
の

短
歌
１
万
２
２
３
４
首
の
中
か
ら
磯
崎
雄

一
さ
ん
の
短
歌
『
ち
ょ
っ
と
し
た 

段
差

が
道
に
横
た
わ
る 

ま
る
で
富
士
山
登
る

が
ご
と
く
』が
入
賞
し
た
。
磯
崎
さ
ん
は
、

「
介
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
段
差
も
障
が
い
に
な
る
」と
説
明
し
た
。

　

入
選
し
た
１
０
０
首
は
、
全
国
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
各
放
送
局
等
に
て
展
示
さ
れ
る
ほ
か
２

月
22
日
に
Ｅ
テ
レ
で
紹
介
さ
れ
た
。

厚木
介
護
福
祉
科
の

学
生
短
歌
入
選

震
災
か
ら
の
日
々
を

ど
う
し
て
い
ま
す
か

そ
ん
な
大
変
な
日
々
の
中
で
、

６
年
を
超
え
た
今
で
も

私
た
ち
に
会
い
に
来
て
く
れ
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
か

迷
っ
て
い
る
時
に

何
気
な
く
話
す
、

そ
の
言
葉
に
助
け
ら
れ
て

そ
の
あ
た
た
か
い

ま
な
ざ
し
に
、
助
け
ら
れ
て

ま
た
、
一
歩
前
に
進
ん
で
き
た

感
じ
が
し
ま
す
。
そ
の
時
に
は
、

気
が
つ
か
な
か
っ
た
出
来
事
に
も

何
か
し
ら
の
意
味
が
あ
り

全
て
が
遠
い
先
の
良
い
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
と

目
の
前
の
出
来
事
に
も

今
を
生
き
て
い
る
自
分
に
も

そ
し
て
あ
な
た
に

あ
り
が
と
う
を

伝
え
た
い
。（
南
相
馬
小
高　

廣
畑
裕
子
）

　

７
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
帰

宅
困
難
区
域
と
な
っ
た
福
島
県
南

相
馬
小
高
（
お
だ
か
）
を
１
月
に

訪
ね
た
。
小
高
は
２
０
１
６
年
７

月
に
帰
宅
困
難
区
域
が
解
除
さ
れ

帰
還
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
１
万

２
千
人
だ
っ
た
街
に
２
千
人
が
戻

っ
て
い
る
。
地
震
そ
し
て
津
波
で

多
く
の
命
を
失
い
、
さ
ら
に
原
発

事
故
に
よ
り
６
年
間
も
人
が
住
め

な
か
っ
た
。
全
国
に
避
難
し
て
い

る
人
の
中

に
は
、
別
の
地
域
で
の

生
活
も
始
ま
り
小
高
に
戻
れ

な
い
人
も
多
い
。

　

閑
散
と
し
た
街
に
、
人
の
温

か
さ
を
感
じ
る
小
高
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
が
あ
っ
た
。
そ
の
施
設
長
で

あ
る
廣
畑
裕
子
さ
ん
か
ら
家
族
と

再
会
で
き
た
喜
び
や
友
人
・
知
人

と
の
死
別
か
ら
「
生
か
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
想
い
で
行
先
の
見
え

な
い
困
難
な
避
難
生
活
の
日
々
を

聞
い
た
。
そ
の
語
り
の
ス
ラ
イ
ド

の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
が
冒
頭
の
言
葉

だ
。
辛
い
避
難
生
活
も
、
今
も
、

遠
い
良
い
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
私
た
ち
が
励
ま
さ
れ
た
。

　

横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
「
わ
す
れ

な
い
…
つ
な
が
る
」
活
動
を
今
年

も
行
う
。
自
分
事
と
し
て
感
じ
る

時
を
も
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
自
分

が
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
こ
う
。

遠い先の良いこと

研
修
棟
完
成
し

３
月
10
日
献
堂
式

▲�昨年の「3.11をわすれない…つながる」のつどいで震災支援について考えた
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あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
つ
た
え
た
い

家
ぞ
く
の
お
か
げ

ね
が
い
が
と
ど
く
よ
う
に

保
護
者
よ
り


